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出 資 金
会 員 数
店 舗 数
店外Ａ Ｔ Ｍ
常勤役職員数
預 金 量
融 資 量

宍粟市、佐用郡佐用町、揖保郡太子町、たつの市、姫路市、
相生市、高砂市、加古川市、神崎郡のうち福崎町、赤穂郡上郡町、
赤穂市、加古郡播磨町・稲美町、明石市、神戸市のうち西区

（令和2年3月31日現在）

昭和23年8月15日
兵庫県宍粟市山崎町山崎190番地
0790－62－7701（代表）
969,185千円
25,982名
26店舗
11カ所
347名
473,289百万円
208,878百万円

（令和2年3月31日現在）
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地域で最も信用、信頼される
金融機関をめざして

平素は、西兵庫信用金庫に格別のお引き立てを賜り心
より厚くお礼申し上げます。本年も皆様がより一層
についてご理解いただくことを願い、当金庫の経営理念、
業績、経営内容等をまとめた「西兵庫信用金庫の現況
2020」を作成いたしました。ご高覧頂きますようお願い申し
上げます。
さて、令和元年度の我が国経済は、全体としては緩や
かな回復基調が続き、大企業を中心に収益も高い水準に
あるものの、米中貿易摩擦の長期化等から、製造業や輸
出関連企業を中心に景況感は悪化しました。また、企業の
人手不足感がさらに高まっているほか、台風等大規模災
害による影響や、10月からの消費増税の影響、中国経済
の減速懸念、ブレグジットの行方など、先行き不透明な状
況が続きました。
金融行政では、決済法制の横断化と地域銀行の再編
特例措置の法整備を本格化させるとともに、地域金融機
関の金融仲介機能高度化に向け、幅広いビジネスモデ
ルが検討できるよう、規制緩和と環境整備が進められまし
た。
このような情勢下、昨年度は3カ年計画「 中期
経営計画2018（地域と共に成長する金融機関を目指し
て）」の中間年度として、役職員一丸となって取り組みまし
た結果、業容面におきましては、預金は、対前年度比で期
末残高が2.3％増加、期中平均残高は1.9％増加いたしま
した。一方、貸出金は、対前年度比で期末残高が2.1％増
加、期中平均残高は0.8％増加いたしました。損益面におき
まして、今期の業務純益は22億3千万円、当期純利益は
15億1千万円を確保することが出来ました。リスク管理債
権の状況におきましては、令和2年3月末日現在で、貸出金
に占める割合は4.2％となっております。しかし、そのほぼ全
額を貸倒引当金あるいは担保等でカバーしており、信用リ
スクは極めて低い状態であります。自己資本比率も18.99％
と国内基準の4％を大きく上回る水準であり、安全性を確
固なものにしており、当金庫の資産内容は高い健全性を
維持しております。
経営の基盤拡大と経営体質の強化を経営の基本とし、

合理化、効率化をはかりつつ役職員が懸命に努力しまし
た結果、厳しい環境下ではありましたが、引き続き安定した
業績を収めることが出来ました。
令和２年度については、当初の政府の経済見通しによ

れば、積極的な経済対策の効果もあいまって、雇用・所得
環境の改善が続き、内需を中心とした景気回復が見込ま
れるとされていました。しかし、新型コロナウイルス感染症
の拡大による世界経済の急減速により、今後の景気動向
は極めて不透明な状況となっています。地域経済の状況
は、人口減少・高齢化、事業所数減少の傾向が続くなか、
新型コロナウイルスの影響も加わり更に厳しいものとなり、
地域の持続的な発展に向けて地域金融機関の発揮すべ
き役割は大きなものとなっております。
令和２年度は当金庫の３カ年計画「 中期経営
計画2018」（地域と共に成長する金融機関を目指して）の
最終年度となります。３年間の締め括りとするとともに、１０
年後の金庫の姿を見据えて、金庫の経営理念とも目的を
共有する「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の取組みを推
進してまいります。
また、安定成長の基盤として６年ぶりとなる新店舗の出
店を成功させるとともに、「お客様第一主義」の方針のもと
地域社会の持続的な発展に貢献するために、「人財力・
組織力の強化」を図り、ＭＭＳによるメイン化推進を基本と
しつつ、多様化する顧客ニーズに対応する新しい時代の
「最良の金融サービス」の具現化に取り組みます。つきま
しては、当金庫の独自性・特性をさらに磨き、現場力を存分
に発揮するために、役職員一丸となって目標に向かい邁
進してまいります。当金庫と会員、地域の皆様との絆を一
層深め、最良の金融サービスを提供することにより地域社
会の持続的な発展に貢献するとともに、当金庫が安定成
長軌道に乗るよう、役職員一丸となって尽力し精進を重ね
る所存でございます。
今後とも何卒、倍旧のご支援ご鞭撻を賜りますよう心より

お願い申し上げます。
令和 2 年 7月

■ ご あ いさつ

理事長


